【谷口代表の挨拶】

· 平成20年度は、会員の努力により新会員21名を迎え総会員数482名を達成した。また、時間預託活動は7248時間を記録し、会員数、預託時間共にナルクの拠点間で3番目に位置している。

· 新たな取り組みでは、昨年11月4拠点と東京拠点の合同で、「次世代育成推進セミナー」を開催し、これを契機に子育て支援活動を開始した。

・ 5月25日に予定したナルク創設15周年を祝う記念式典が、インフルエンザの影響で8月10日に延びたが、「中山道エコ・ふれあいウオーク」は、5月24日予定とおり全員無事で京都の参上大橋に到着した。ウオークに参加して、改めてナルクの組織力と活動の素晴らしさを痛感した。15周年を契機に、今後のナルクの更なる発展を期待したい。

【高畑会長の挨拶と講演の要旨】

 皆さんのお陰で、ナルクは今年設立15周年を迎え、拠点数で134箇所を達成した。

 ナルク横浜は、会員数、時間預託活動の両面で素晴らしい活動をしており敬意を表したい。

· 現在60歳前後の団塊世代の意識調査では

定年後“仕事とボランティアと趣味”の方が45％、“仕事とボランティア”が22％あり、70％近い方がボランティアを指向している。

· 一方、世界一の長寿国になったが、65歳の

独居者は400万人おり、友達がなく、不安を抱えている方が60％を超えている。

· ナルクでも高齢化が進み、活動できなくなったから辞める方もいるが、これから預託した時間を使ってもらいたい。また、歳を取っても話し相手や見守りなど、できる活動はいくらでもある。

· ナルクの目標の一つであるP.P.K（ぴんぴんころり）の生き方をするには、次の3点が大切である。

1 週に2～3回のボランティア活動

2 腹7分目で1日1万歩のウオーク

3 定期的な健康診断

　 なお、ナルクとして、今後政策が提言できるよう、5年後に300拠点、会員数6万人を目標に努力したい。

      平成21年度のナルク横浜活動方針

1． 組織の活性化

2． 会員数の拡大

3． 各ブロックの交流会の充実

4． 会員相互の結びつきの強化

5． 地域密着型活動の充実

6． 本部・各拠点間の連携強化
